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OAジャーナルとは？


•  インターネットに接続することができる誰でも読むことができ
る論文掲載雑誌 

•  「雑誌」ではあるので、タイトル、巻・号、ページはある⇔たん
なるデータベースではない 

•  「論文誌」であるので、査読を通った論文だけが掲載される
⇔いわゆる「紀要」ではないし、プレプリントサーバでもない 

•  運営は、掲載料が基本で、広告費によるものではない⇔い
わゆる「フリーペーパー」ではない（スポンサー付出版ではな
いが、微妙なものもある）




Open access journalについて

•  実例の検証 

–  NAR:OUP 
–  JHEP:SISSA/IOP ‐> SISSA/Springer(2010‐) 
–  New Journal of Physics(IOPP) 
–   PLoS 
–  Science and Technology of Advanced Materials(2009‐) 
–  BioMedCentral(200+) 
–  Hindawi(150+) 
–  Nature Communica?ons 
–  J‐STAGE 
–  組織的支援（助成団体、所属組織） 

•  その将来 
–  経済的維持可能性 
–  図書館の役割 
–  権利関係・プライオリティ等 

•  他のオープンアクセス活動との関係 
–  Green と Gold 
–  Green mandaRng と Gold funding 



Nucleic Acids Research




（多分）最初の成功しているOA雑誌


•  Oxford University Pressが実験として開始。 
•  しかし、支持をうけてそのまま継続。核酸研
究関連のトップジャーナルのひとつ 

•  100%掲載料徴収モデル 
– ページ単価数万円。１論文３０００ドルから４０００
ドル 

•  購読料への反映を2009年から導入。 



IOPP/Deutcsche Physicalische 
GesellschaX




New Journal of Physics


•  ドイツ物理学会支援によるOA雑誌 
•  （ドイツにおける商業雑誌のアクセス状況は
けっしてよくない。原因としては、高等教育政
策におけるラントの自律性が指摘される。国
としての集約ができにくい構造。DFG、MPGは
あるが） 

•  オンライン・オンリーの雑誌




JHEP


•  イタリアの研究所(SISSA)とIOPPとの共同刊行 
•  イタリアの雑誌アクセス環境も劣悪 
– ３００以上大学があるが、Elsevierの高エネ関係雑誌を
とれているのは十数大学程度 

•  基本的にオンラインのみ 
•  最初の年はライセンス必要 
– しかし、arXivがあるので、実は気にならない 
– それ以降はOA 

•  2010年からSpringerに移行⇒モデル変更の可能
性 





PLoS


•  科学者たちの主導による計画(2000) 
– Vermusが提唱。34000人が賛同署名 

– ２００３年から創刊。PLoS Biology 
•  主として生物学、医学分野 

•  CreaRve Commons ライセンスによる 

•  掲載料による刊行を原則とするが、実際には
困難 

•  2008年にPLoS Oneを創刊




PLoSの財政 
しかし、掲載論文数が増えれば収入が増えるのは当たり前


PLoS Progress Report, 2009 June




PLoSの財政




IOP/NIMS




BioMed Central


•  生物学分野におけるOA雑誌を２００タイトル
以上刊行 

•  掲載料による運営 

•  2009年に、Springerが買収 
– 金の流れの方向の問題だけだという認識 

•  「機関投稿価格」の設定などの試みを先駆 
– １論文単体では、2000ドル弱から4000ドル程度 

•  今年の秋、日本でいろいろやるらしい




Science and Technology  
of Advanced Materials


•  物質・材料研究機構が編集・全額負担し
て、IOPPが出版 ⇒　オープンアクセス雑誌 

•  2007年まではElsevierから出版。2008年から
オープンアクセス化 

•  Elsevierのころはほとんど売れていなかった 

•  将来的な維持可能性はあるのか？ 
– 経済的な維持可能性 

– 機関リポジトリとの関係 



Hindawi Publishing




Hindawi


•  エジプトの会社 
– ペンシルバニア大学でPhDをとったエジプト人の
会社 

•  2007年から完全OA化 

•  2008年からSageと提携 
– プラットフォーム共有 

•  掲載料1論文数百ドル 



組織の支援


•  助成団体 
– OA雑誌のときに掲載料を助成：イギリスの
Wellcome Trustが嚆矢 

•  研究組織による 
– Max Planck GesellschaX 

•  大学（図書館）による 
–  the Compact for Open Access Publishing Equity 
(COPE) 2009年9月 

•  SCOAP3




商業出版者の試み


•  一応、OUP(NAR) 
•  さまざまなハイブリッド・モデル 
– 著者が支払えば、OA。ただし、購読料モデルのと
きの著者支払いはたんなる一部負担で、OAには
ならなかった 

– Springer, もとBlackwell, etc 
– 購読料への反映はまだ見られない 

•  OAとの共存・共栄？ 
– 収入はどちらから得てもかわまない(Haank) 



日本の学術雑誌のオープンアクセス


•  J‐STAGE 
– 課金も可能であるが、ほとんどが無料 

– その結果、印刷体の売れ行きが減少 
– しかし、この段階では、オンライン・ライセンス化
はほぼ不可能（基礎になる、「機関購読」の概念
がもともとない 

•  Progress in TheoreRcal Physicsの実質的オー
プンアクセス(trial user)




経済的持続可能性


•  掲載料でやっていけるか 
–  Nature（rejecRon rate 90+%)だと1論文あたり３万ドル以上
になる（NPG談だけど） 

– 人文社会系については、不可能という報告書（１万ドルく
らいになってしまう。いまは、広く薄く購読料を集めている
ので維持できている） 

–  PLoSはブランドだが、、、、、 
•  グラントは続くか 
– 出版助成は苦しい⇒日本の科研費（成果公開促進）の動
向 

– 掲載料支援も苦しい（現在は、高等教育の費用からでて
いる。日本では、運営費交付金＋私学助成＋授業料で３
兆ないし４兆円。科研費＋JSTで３０００億ないし４０００億）




図書館への影響


•  学術コミュニケーションが図書館の手を離れ
る時代がやってきた 
– 典型的には、JHEPの出版者移行 
– OAはライセンス管理からの解放であるが、自分
のサービス対象が何を読んでいるかがわからなく
なるということ 

– 購読料がなくなれば図書館が契約する必要はな
い 

•  しかし、科学者集団はそれを維持する気があ
るのか？ 



出版慣行への影響


•  著者と出版者との権利関係は 
–  CreaRve Commonsライセンス？ 
– 従来型著作権譲渡？　⇒　権利管理料？ 

•  査読の管理とモラル 
– 金を払えば掲載される？Nature Communica?onsほ
んとうに破綻しないのか？ 

•  利用者の監視のない出版は品質管理が可能か 
– たしかに学術出版は研究成果の公開ではあるが、出
版事業とすることによって、さまざまな外的牽制の対
象となってきたのではないか 



さて、どうなるのでしょうか


•  わかりません。 
– 購読料モデルが無意味になるようにも思えない 
– OAモデルがすべて破綻するようにも思えない 

•  機関リポジトリ＝セルフ・アーカイブは残ると
思われる。「機関」の社会的説明責任と経済
的維持可能性（品質管理をいろいろな意味で
回避（掲載済み、マーケティング）） 
– しかし、機関リポジトリの「出版」的機能を考える
と複雑 


